
様式第二号の人 (第人条の四の五関係)

(第 1面)

提出者

住 所 大分県佐伯市東浜1番6号
氏 名 興人ライフサイエンス株式会社 佐イ白工場
工場長  原田 博彰
電話番号 0972-22-1050

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

産業廃棄物処理計画書

令和7年6月 16日

大分県知事

佐藤 樹一郎 殿

興人ライフサイエンス株式会社 佐伯工場事 業 場 の 名 称

大分県佐伯市東浜1番6号事 業 場 の 所 在 地

R

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

119億 8,300万

(令和7年4月 1日 現在)

※ 男町紙 1参照

-76,1

③ 従 業 員

① 事 業 の 種 類 16 化学工業

② 事 業 の 規 模 前年度 (令和6年度)の製品出荷額

数 208名

計 画 期 間 令和7年4月 1日 ～ 令和8年3月 31日

④産業廃棄物の一連

の処理の工程

(日本工業規格



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙3参照

排   出  量 合計 5,166t

① 現状
(これまでに実施した取組)

改善プロセスに取り組み、令和5年度実績からマイナス69t削減でき

た。

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙3参照

排   出  量 合計5,01l t

② 計画

(今後実施する予定の取組)

乾燥設備増設工事完工、本運転で動植物性残澄を削減する。

産業廃棄物の分別に関する事項

① 現状
(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

・金属くず、紙くず、など有価物を分別管理している。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )

・特になし② 計画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生不1用 を行つた

産業廃棄物の量
t t

① 現状

(これまでに実施した取組)
・該当なし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
t t

② 計画

(今後実施する予定の取組)
・該当なし

自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行つた

産業廃棄物の量
一 t t

① 現状
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量
t t

(これまでに実施した取組)
。該当なし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
t t

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
t t

(今後実施する予定の取組)
・該当なし

② 計画



(第 4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物の量

t t

① 現状

(これまでに実施した取組)
・該当なし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

t t

② 計画

(今後実施する予定の取組)

・該当なし

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】※別紙4参照

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量 5,166 t ― t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
3,205t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
1,961t t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t t

(これまでに実施 した取組 )

締結している産廃業者に収集・運搬及び処分の全量を委託した

また、電子マニュフェス トの活用を行つた。



(第 5面 )

② 計画

【令和7年度 目標】※別紙4参照

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量 5,01l t ―  t

3,109t ―  t

1,902t ―  t

一  t 一  t

一  t 一  t

(今後実施する予定の取組)

引き続き、産廃契約を締結している産廃業者に収集運搬及び

処分を委託すると同時に、今後も電子マニュフェス トを活用す

る。

※事務処理欄



居ll焔氏1 (第 土面)関係 :④産業廃棄物の一連の処理の工程

廃棄物 処理日処分発生源

焼却

汚泥
生産工程

動植物性残さ l色月巴化

製品倉庫他
焼却

事務部門他
工場全体

金属くず
紙くず
木くず
その他

廃プラ
破砕、選別
その他

排水処理設備

堆月巴化

脱水有機汚泥
焼却

回

※処理 口処分については全て委託処理



別紙 2 (第 2面)関係 :産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 (管理体制図)

統括賣任者 所 属 :佐伯工場 職 :工場長

廃棄物担当 職 :マネージャー組織名

組織人数

管理部

3人

役

　

　

割

環境安全

衛生委員会

廃棄物処理に関する検討

廃棄物の発生抑制、再生利用、中間処理、適正処理の推進、計画

的な廃棄物の管理運営を行う上で必要な事項を検討する。

・委員長=工場長  ・委員=関連部長及び担当マネジャー
・事務局=管理部

廃棄物処理

統括責任者

廃棄物処理方針の策定

工場の廃棄物管理規定の策定 。改廃

廃棄物処理に関する各種事項の決定、承認

廃棄物担当 廃棄物処理計画の作成

廃棄物管理状況の把握と改善策の検討

処理業者、再生利用業者の調査、選定及び管理

委託契約の締結

産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物管理票の交付・管理

監督官庁への各種報告

社員、関連会社に対する教育・啓発

その他関係する事項

廃棄物管理組織

事
務
局

工場長 (廃棄物処理統括責任者)

環境安全衛生委員会

製

造

部

関

連

会

社

管

理

都

品

質

保

証

室



別紙 3 (第 2面 )関係 :産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

※②は①の実績値の3%カット数値

(第4面、第5面 )関係 :産業廃棄物の処理の委託に関する事項別紙 4

②計画

①現状

排出量①

産業廃棄物の種類

【目標(令和7年度計画】

排出量 ltl

産業廃柔物の種類

【前年度(令和6年度)実績】

2,96315

汚泥(有機 :

3,05479

汚泥(有初

284

汚泥(無機)

293

汚泥(無捜 :

049

廃アルカリ

051

廃アルカリ

83027

虔プラステツう

85595

453

紙(ず

467

紙〈ず

678

木くず

699

木くず

1,94152

動植 !吻性残造

2,00157

勁槙構性残さ

1363

金属くず

1405

金属〈ず

223

230

146

がれき類

150

がれき類

305

廃油

314

廃油

0155

照明機器

0160

照明機器

0116

特管 廃酸

0120

特管 廃酸

0019

特曽 〕夢ア,レカリ

O020

特曽廃アルカリ

5,010729

合計

5,165700

合計

②計画

①現状

全処理委託量 (t)

産業廃案物の種類

【目標(令和7年度)計画)】

全処理委託量 (t)

産業鹿葉物の種類

【前年度 (令和6年度)実績】

2,96315

2,96315

汚泥(有機〕

3,05479

3,05479

汚泥(有機 ,

284

284

汚泥(無機 ,

293

293

汚泥(無機 |

049

049

廃アルカリ

051

051

廃アルカリ

83027

83027

85596

85595

453

453

紙(ず

467

467

紙〈ず

678

678

木くず

699

699

木くず

1.90180

3972

1,94152

勁植的性残さ

1,96062

4095

2,00157

助権わ性残迪

1363

1363

金属くず

1405

140も

金属くず

223

223

230

230

146

146

がれき類

150

150

がれき類

305

305

廃油

314

314

廃油

0155

0155

照明機器

0160

0160

照現機器

0116

0116

特管廃酸

0120

0120

特管 廃酸

0019

0019

特管 虚アルカリ

0020

0020

特首 鹿アルカリ

1,901800

3,108931

5,010729

合計

1,960620

3,205080

5,165700

合計

以 上


